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１． はじめに 

「放課後の子どもの居場所」について、あか

しあ台小学校区まちづくり協議会（以下、まち

協と称す）の井戸端会議などにおいて実態を把

握する必要性が指摘されたことから、まち協子

ども部会に「子どもネットワーク会議」を設置

しアンケート調査を進めることになった。 

２． 調査目的 

本アンケートは、「放課後の子どもの居場所」

について、あかしあ台小学校に通う児童の保護

者の皆さまがどのように考えておられるかを

お尋ねし、その結果を地域として共有するとと

もに放課後の子どもの居場所づくりに資する

ことを目的としている。 

２．調査期間 

 平成２９年３月１日～３月１５日 

３．調査対象 

 あかしあ台小学校に通う児童の保護者 

４．調査方法 

 あかしあ台小学校のご協力のもとに、お子さま

を通じて保護者に配布し、回収を行う。 

５．回収状況 

 回収数：４３６部、回収率：８５％  

６． 調査結果 

6-1 放課後の家庭環境 

平日の放課後の家庭環境について調べた。自

宅に1人（他に誰もいない）の子どもの比率は、

全回答者の１７％あった。兄弟姉妹だけの子ど

もを含めると２９％程度と見込まれる。 

 なお、大人のいない家庭に大人が帰る時間は、

午後５時まで２５％、６時まで６５％、７時ま

で８４％であった。 

6-2 お子さまの放課後の過ごし方 

(1) 平日の過ごし方 

 平日の過ごし方で最も多かったのは「塾・習い

事」と「自宅で勉強」で両者とも全回答者の７２％

であった。次いで、「友達と屋外で遊ぶ」６３％で

あった。以下「家族と一緒」４６％、「友達と屋内

で遊ぶ」３８％、「あかしあっ子に行く」１８％、

「自宅で１人」１７％、「児童クラブに行く」９％

の順であった。学年別もほぼ同様の順であったが、

「自宅で 1 人」は高学年になるほど多くなる傾向

がみられた。 

平日に希望される過ごし方については、自由記

述方式で回答頂いた。そこで、回答頂いている現

状の過ごし方と対比し、改善を希望されているの

か、今のままで良いと思われているのかについて
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要約：本アンケートは保護者にお尋ねしたものである。その結果、(1)放課後の子どもの過ごし方には様々な過ごし方の

あること、(2)「放課後の子どもの居場所」の在り方で最も期待の高かったのは「安心安全に過ごせる場」、次いで「自

由な遊びと学びの場」であること、(3)４０％強の方が居場所づくりにご協力して頂ける可能性のあることなどが明確に

なった。今後、これらの結果を踏まえて、地域として、どのように取り組むのか検討を深めていく必要がある。  
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個々に考察した上で改善希望内容を整理した。 

その結果は、改善希望の方が３７％、今のまま

で良いとする方が２４％と考えられることが分

かった。なお、無回答の方は３９％であった。学

年別にみると、低学年ほど改善希望が高い傾向に

あった。 

 改善希望の内容について最も多かったのが、

「まず宿題をする」で全回答者の５１％であった。

次いで、「自分の時間を持つ」１９％、「友達と遊

ぶ」１５％、「外遊び」１４％、「安心安全」１１％

の順であった。学年別では、「まず宿題をする」に

ついては各学年ともに多かったが、「自分の時間

を持つ」と「友達と遊ぶ」は高学年になると多く

なる傾向が見られた。一方、「外遊び」は低学年で

多い傾向にあった。 

(2) 休日の過ごし方 

休日の過ごし方で最も多かったのは「家族と一

緒」で８６％であった。次いで、「自宅で勉強」４

６％、「友達と屋外で遊ぶ」４４％、「塾・習い事」

４２％、「友達と屋内で遊ぶ」２０％、「スポーツ

２１に行く」１１％、「自宅で１人」５％の順であ

った。学年別もほぼ同様の傾向であった。 

休日に希望される過ごし方についても、自由記

述方式で回答頂いたため、平日と同様の考察を行

った。 

その結果、改善希望の方が３６％、今のままで

良いとする方が１６％と考えられることが分か

った。なお、無回答の方は４８％であった。学年

別にみると、平日と同様に低学年ほど改善希望が

高い傾向にあった。 

改善希望の内容について最も多かったのが、

「家族と一緒」で３６％であった。次いで、「自分

の時間を持つ」３２％、「イベントなど参加」 

１３％、「外遊び」１２％、「まず宿題をする｝と

「友達と遊ぶ」１１％の順であった。学年別もほ

ぼ同様の傾向であった。 

6-3 放課後の子どもの居場所の考え方 

（１） 子どもの居場所に期待される機能 

 放課後の子どもの居場所に期待される機能に

ついて、増やす３点、現状２点、減らす１点、必

要ない０点として、回答頂いた方の平均点数を求

めてみた。 

 その結果、「安心安全に過ごせる場」が最も高く

２．６点であった。次いで、「自由な遊びと学びの

場」２．５点、「遊びと学び体験の場」と「学習支

援の場」と、「個性を伸ばす場」が、いずれとも 

２．４点、であった。そして、「子ども同士の交流

の場」は２．３点であった。 
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 学年別では、１年生は、「学習支援の場」を除い

て全学年の平均を上回った。２年生は、「個性を伸

ばす場」、「交流の場」の２つの機能で全学年平均

を上回った。４年生以上は、いずれも全学年平均

よりも下回る結果であった。 

（２） 子どもの居場所の具体的イメージ 

放課後の子どもの居場所の具体的イメージに

関して、１２４件の提案があった。 

 提案のあったイメージは、８つに分類できると

考えられる。 

 １つ目は、先に述べた各機能を総合した「多機

能な居場所」である。三田市外の地域で開設され

ているところもある「児童館」のイメージのもの

である。 

 ２つ目は、 「学びと遊びの体験の場」である。

あかしあ台小学校区の「あかしあっ子広場」にお

いて、現在、主に取組まれている子ども教室に相

当する。 

 ３つ目は、「自由な遊びと学びの場」である。三

田市でも他の地区で既に取り組まれているとこ

ろもある。 

 ４つ目は、「学習支援の場」である。これも三田

市の他の地区で既に取り組まれているところも

ある。 

 ５つ目は、「個性を伸ばす場」である。スポーツ

や文化活動を通じて個性を伸ばす取り組みであ

り、スポーツ２１や各種ｻｰｸﾙ活動が相当する。 

 ６つ目は、「社会性を身に付ける場」である。異

学年や地域の大人との交流活動をベースとする

が、社会性を身に付ける明確な目標を持つところ

に特徴があるものと考えられる。 

 ７つ目は、「生活支援の場」である。夫婦共働き

が多くなってきている社会経済環境変化による

ものと考えることが出来る。 

 ８つ目は、「その他」である。ゲームに夢中にな

る子ども対策などの必要性が指摘された。 

 この内、「自由な遊びと学びの場」に対して具体

的イメージの提案が最も多く、関心の高いことが

伺える結果であった。 

6-4 居場所づくりにご協力頂ける可能性 

（１） どの程度ご協力頂けるか 

放課後の子どもの居場所づくりに関して、積極

的にご協力頂ける方が１％弱、毎回でなければご

協力頂ける方が３８％、そして、有償であれば協

力できると答えた方が７％だった。これに対して、

協力できないと答えた方が５１％と半数強を占

めた。学年別の特徴は特に見られなかった。 

（２） どんなことにご協力頂けるか   

ご協力頂ける方で、その内容をお答え頂いたの

は、分野別で１５件、役割別で１０４件あった。 

 分野別では、お料理から手芸、読み聞かせ、ス

ポーツ、遊びのアイデア、外国語の他、医療・介

護等の専門分野に至るまで、広範囲な分野でご協

力頂ける可能性のあることが分かった。 

又、役割別では、子どもの見守りや宿題を見て

頂くこと及びお手伝いに対するご協力の可能性
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についてかなり高いことが分かった。そして、講

師・イベント指導・お稽古指導・勉強を教えるこ

と並びにサポーター・活動補助・お世話役につい

ても可能であり、ある程度期待できることも分か

った。 

6-5 地域活動全般に関するご意見等 

地域のボランティの方々に対する感謝の意を

多数頂いた。又、様々なご意見もあった。以下、

今後の活動にあたって参考になる或は共感でき

ると思われるご意見を列記する。 

➀ 地域全体で子どもを守れたら良いと思う。悪

いことをしていたらお互い注意しあう等。 

②下校時の見守りも登校時と同じくらいお願い

できないか。又、防犯カメラを増やして欲しい。

「みまもりめ」も。 

③地域活動のお手伝いを義務化しない。地域活動

は協力できる方のある範囲で行う。 

④あかしあ台公園に夏季脱水防止のための自販

機を設置して欲しい。又、あかしあ台公園に大人

たちが子どもの見守りがてらにできる健康器具

を備え付けて欲しい。 

⑤地域を良くするための講習会や音楽会等があ

っても良いのでは。 

７． おわりに 

今後、本アンケートの結果を踏まえて、放課後

の子どもの居場所づくりについて、地域として、

どのように取り組んでいくべきか検討を深めて

いく必要がある。(文責：子ども部会 長谷川拓三) 

添付資料 

(1)子どもネットワーク会議メンバー 

➀廣嶋隆輔（民生委員・児童委員）、②藤野靖夫（青

少年補導員）、③伊藤正彦（あかしあっ子広場実行委

員会）、④谷渕建志（ふれあい活動推進協議会）、⑤

岸本優子(あかしあ台小学校ＰＴＡ）、⑥内布茂充(ス

ポーツクラブ２１あかしあ）、⑦奥村芳和（あかしあ

クラブ）、⑧長谷川拓三（あかしあ台サポットクラブ）、

⑨今井克（あかしあ台自治会）、⑩楫野正義(さくら

坂自治会）、⑪藤野千恵子(あかしあ台・さくら坂主

任児童委員）、⑫渡邊早智子(あかしあ台小学校コー

ディネーター）、⑬福井加寿子(あかしあ台小学校）、

⑭伊原聡子（一般参加&保護者）、⑮岡村佳高（あか

小校区まち協） 

途中交代：大西三男（民生委員・児童委員）、堀内俊

一（あかしあクラブ）、西本哲（さくら坂自治会）、

中島喜代氏(あかしあ台小学校）、山野容子（あかし

あ台小学校ＰＴＡ） 

主たる参加：岡田和士（あかしあ台小学校）、赤井典

子（民生委員・児童委員）、塩見康二(あか小校区ま

ち協) 

添付資料(2)アンケート調査項目 

Ｑ１．お子さんの性別を選んで、学年及び兄弟姉妹

の人数をご記入ください。 

Ｑ２．平日の放課後、お子さま以外に主に自宅にい

る方はどなたですか？ 

Ｑ３．平日の放課後、お子さんは主にどのように過

ごしてい（ると思われ）ますか？  

Ｑ４．平日の放課後、お子さんにどのように過ごし

て欲しいと思っていますか？  

Ｑ５．休日、お子さんはどのように過ごしてい（る

と思われ）ますか？  

Ｑ６．休日、お子さんにどのように過ごして欲しい

と思っていますか？ 

Q７．次に、地域で取り組む「放課後の子どもの居

場所」についてお尋ねします。今後、どのようにす

るのが良いと思われますか？  

Ｑ８．上記 Q7 に関連して、具体的なイメージがあ

りましたら、その内容をお聞かせください。 

Ｑ９．子どもの居場所づくり活動に、一緒にご協力

して頂ける可能性についてお聞かせください。 

Q１０．放課後の子どもの居場所とは別に、地域活

動全般に関する自由なご意見をお聞かせください。 
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